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これにちなみ、今年も 4月11日から市内4会場で「緑化木の
頒布会」が、市や森林組合などの主催により行われました。 どの会場も、長い行列ができるほど大

変な人気で、市木の '0、ちい」市花の 「つつ じ」などの苗木ヵ、無料で頒布されました。
( 4月18目、塩田支所駐車場で)
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市民の動き

( 4月1日現，{I)

*~人口 112，497人 ( -223) 

男 54，825人 (-138) 

女 57，672人 (-85) 

世帯数 33，654世帯 ( -164) 

( )内は前月比です。



だ 昭和56年 5月1日一一一→2)ー

上岡市の人口11万1，540人

え号一一一(臨端斜)一一広報う838 ー第号ー

世帯数3万3，417世帯

昭和55年国勢調査の結果速報

身
障
者
の

昨
年
十
月

一
日
現
在
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
国
勢
調
査
の
長
野
県
地
方
集
計
に

よ
る
結
果
の一

部
が、

こ
の
ほ
ど
公
表

さ
れ
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

上
田
市
の
総
人
口
は
、
十

一
万

一
千

五
百
四
十
人
で
前
回
の
昭
和
五
十
年
国

勢
調
査
と
比
較
し
て
、
六
千
三
百
八
十

九
人
増
加
し
、
増
加
率
は
六

・
一
%
と

な
っ
て
い
ま
す
。
世
帯
数
は
、
三
万
三

千
四
百
十
七
世
帯
で
前
回
よ
り
も
三
千

七
百
七
十
四
世
帯
増
加
し
、
増
加
率
は

一二

・
七
%
と
な

っ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
現
象
進
む

年
齢
を
三
区
分
し
て
み
ま
す
と
、
年

少
人
口

(
0
1
十
四
歳
)
は
、
二
万
五

千
九
百
十
六
人
で
全
人
口

の
二
三

・
二

%
、
生
産
年
齢
人
口

(十
五
1
六
十
四

歳
)
は
、
七
万
三
千
二
百
二
十
四
人
で

同
六
五

・
七
%
、
老
年
人
口

(六
十
五

歳
以
上
)
は
、
一

万
二
千
四
百
人
で
同

一
一
・

一
%
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
前
固
と
比
較
し
て
注
目
さ

れ
る
の
は
、
年
少
人
口
が

0
・
八
%、

生
産
年
齢
人
口
が

0
・
三

%
そ
れ
ぞ
れ

減
少
し
た

の
に
対
し
て
、
老
年
人
口
が

一
・
一
%
増
加
し
た
こ
と
で
、
当
市
に

お
い
て
も
高
齢
化
現
象
が
進
ん
で
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

ド
ー
ナ
ツ
現
象
進
む

次
に
地
区
別
に
前
回
と
比
較
し
て
みph

d
 

上田市男女年齢別構成グラフ
(昭和55年10月1日現在)

歳 { 女

85以上II 374人 57，542人

80-841 1 772人

75-791 1 1，441人

70-741 2，020人

65-691 2，491人

60-641 2，816人

3，534人

3，923人

4，001人
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4，693人

3，898人

3，309人

3，780人

4，126人

4，536人

3，912人

45-49 

40-44 

35-39 

30-34 

25-29 

20-24 

15-19 

10-14 

5-9 

0-4 

2，829人
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3，706人

3，639人

4，153人

4，647人

3，543人

3，192人

3，825人

4，343人

4，859入

札140人

男

53，998人

自妥日 1昭ι i…油 l 総 数 |男|女

;。年|目詰年13502!日召;:年|句年 It~ぷ| 匂年 | 吋年
総数~33 ， 417 1 3，7741105，1511111，540 1 6，389153.998157，542 
些型 |14，100114，611 1 511 146，706145，643161，063121，798123，845 
主主 |1，24011， 264 1 24 1 4， 511 1 4，429 1ム 821 2， 224 1 2，205 
~11~j 2，861 1 8651 7，3571 9，2231 1，8661 4，5611 4，662 
主旦J-463 1 5791 11611，86112，2161 35511，07011，146 
~~691 3，0321 7631 8，469110，841 1 2，3721 5，3191 5，522 
生~~99 1 3，0541 3551 9，281 1 9，9861 7051 4，9631 5，023 
ミ旦~89 1 734 1 45 1 2，726 1 2，839 1 113 1 1，380 1 1，459 
長引 1ω| ω | 印 11，6261 1，7841 州 8附則
禁出!ω41 1，3川 221 1 4，401 1 4，7141 3131ム24012，474 
些旦l!，7831 2，3531 57016，65417，80311，14913，79314，010 

些型 7921 8171 251 3，2161 3，2021ム 1411，5591 1，643 

竺旦L_5381 561 1 231 2，0141 2，0101ム 41 898 1 1，112 
日十州州 881山 13，339 1 206 1 1，591 1 1，川

~15 1 482 1 67 1 1.772 1 1，956 1 184 1 962 1 994 
Li357  1 -4081 51 1 1，424 1 1，555 1 131 1 755 1 800 

注)ム印は、減少を示す。

ま
す
と
、
増
加
し
た
地
区
で
目
だ
っ
た

と
こ
ろ
は
、
神
科
地
区
が
二
千
三
百
七

十
二
人

(増
加
率
二
八

・
O
%
)
、
川
辺

地
区
が
千
八
百
六
十
六
人

(
同
二
五
・

四
%
)
、
中
塩
田
地
区
が
千
百
四
十
九

人

(同

一
七
・

三
%
)
な
ど
と
な

っ
て

い
ま
す
。
逆
に
減
少
し
た
地
区
で
目
だ

っ
た
と
こ
ろ
は
、
旧
上
団
地
区
が
千
六

十
三
人

(減
少
率
二

・
三
%
)
と
な

っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
街
地

の
人
口

が
減
り
、
そ
の
ま
わ
り
の
人
口
が
増
、え

る
い
わ
ゆ
る
「
ド
ー
ナ
ツ
現
象
」
で
、

当
市
に
お
い
て
も
、
こ
の
現
象
が
進
ん

で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
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口
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上田市の地区別世帯数と人口

世

2 

人
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こ
の
調
査
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
に
厚
く
お
札
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
今
後
の
調
査
に
つ
き
ま
し

で
も

一
層
の
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上

げ
ま
す
。

な
お
、
こ
こ
で
使
用
し
て
い
ま
す
数

値
は
長
野
県
地
方
集
計
に
よ
る
概
数
で

あ
り
、
後
白
、
統
計
局
か
ら
発
表
さ
れ

る
確
定
数
値
と
多
少
相
違
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
課
で
発
表
し

ま
す
世
帯
数
、
人
口
と
は
調
査
方
法
が

異
な
る
た
め
数
値
が
合
い
ま
せ
ん
の
で

申
し
添
え
ま
す
。



(注1['，.1

号『

身
障
者
の
皆
さ
ん
も
安
心
通
行

838 第一

今

年

は

国

際

障

害

者

年

で

す

引
刑
身
障
者
の
皆
さ
ん
の
社
会
参
加
に
つ
い

加
問
て
、
。
完
全
参
加
と
平
等
。
を
テ
|
マ

併
酬
と
し
て
行
動
計
画
を
具
体
的
に
作
り
実

馴
制
践
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

-

こ

の

か
完
全
参
加
と
平
等
。
に
つ
い

一

て

、
交
通
行
政
の
立
場
か
ら
身
障
者
の

か
皆
き
ん
が
、
安
心
し
て
通
行
で
き
る
道

路
交
通
環
境
の
確
保
を
図
る
こ
と
が
極

め
て
重
要
で
す
。

の
多
い
道
路
を
対
策
推
進
地
区
と
し
、

安
心
し
て
通
行
で
き
る
歩
道
を
確
保
す

る
た
め
、
白
い
ツ
エ
、
障
害
物
の
な
い

き
れ
い
な
道
路
と
い
う
意
味
で
「
ホ
ワ

イ
ト
・
ゾ

l
ン
」
を
指
定
し
ま
し
た
。

そ
の
指
定
地
区
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

-
花
よ
し
交
差
点
か
ら
祝
町
交
差
点
の

間
-
上
回
公
園
前
交
差
点
か
ら
県
信
交
差

点
の
間

・
パ
ル
ふ
り
そ
で
前
か
ら
駅
前

ロ
l
タ

リ
ー
の
間

え一(3ト一一一昭和56年5月1日 広報う

、町. ... n 
ホ
ワ
イ
ト
・
ゾ

l
ン
と
は

身
障
者
の
皆
き
ん
が
利
用
す
る
機
会

道
路
の
不
正
使
用
は

や
め
よ
う

具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。
身
障
者
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
歩
道
を
通
行
で
き
る
よ
う
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

一
、
関
係
者
に
よ
る
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル

と
問
題
点
の
検
討

一
、
放
置
物
件
、
道
路
不
正
使
用
の
排

除
一
、
放
置
自
転
車
の
排
除

一
、
横
断
歩
道
の
設
置
(
パ
ル
ふ
り
そ

で
前
の
横
断
陸
橋
)

一
、
信
号
機
の
改
良

一
、
歩
道
の
切
り
下
げ
、
拡
幅
、
新
設

L 
「

県
信

上田公園前のホワイト・ゾーン

ホワイト・ゾーン指定地区

一一」し一一

年300円の掛金で最高70万円の見舞金

交通災害共済に

ご加入を.ノ

〈市民課庶務係E⑫4100内線273、
有線②0701 〆

上田駅

市
で
は
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
、

わ
ず
か
な
掛
金
で
見
舞
金
が
受
け
ら
れ

る
交
通
災
害
共
済
制
度
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

こ
の
制
度
は
ご
自
身
の
た
め
ば
か
り

で
な
く
、
加
入
者
相
互
の
助
け
あ
い
に

も
な
る
も
の
で
、
市
民
の
皆
き
ん
全
員

が
加
入
し
て
初
め
て
そ
の
趣
旨
が
生
か

き
れ
ま
す
。
事
故
防
止
に
努
め
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
万
一
の
場
合
に

備
え
て
家
族
そ
ろ

っ
て
加
入
し
ま
し
ょ

、「ノ。〈
加
入
資
格
〉

市
内
に
住
所
の
あ
る
人

〈
会
費
〉

一
般
:
・
一
人
年
額
三
百
円
(
継
続
、

新
規
と
も
)

団
体
:
一
人
年
額
二
百
円
(
保
育
園
・

幼
稚
園
の
園
児
及
び
小
中
学
校
の

開
山
嘩
昆
止

-Z悦
)

@
高
校
生
の
皆
さ
ん
は
団
体
扱
い
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
自
治
会
加
入
を
し

て
く
だ
さ
い
。
会
費
は
三
百
円
で
す
。

〈
加
入
申
し
込
み
〉

現
在
、
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
は
、

会
員
期
間
が
五
月
三
十
一
日
で
満
了
と

な
り
ま
す
。
引
き
続
き
加
入
す
る
皆
さ

ん
も
新
規
加
入
の
皆
き
ん
も
、
今
月
中

に
自
治
会
及
ぴ
学
校
・
圏
で
取
り
ま
と

め
を
し
ま
す
の
で
、
配
布
さ
れ
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
、
ぇ
、
会
費

と
と
も
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
と
な
る
交
通
事
故
〉

そ
の
事
故
が
車
両
や
電
車
、
汽
車
が

運
行
中
に
起
き
た
も
の
で
、
日
本
国
内

で
発
生
し
た
も
の

〈
見
舞
金
額
〉

災害区分 見舞金 災害区分 見舞金

死亡したとき 70万問 2か月以上の傷害 4万円

6か月以上の傷害 12方向 1か月 1/ 3万円

5か月 1/ 8万円 21日 1/ 2万円

4か月 H 7万円 7日 1/ l万円

3か月 1/ 6万円 7日未満の傷害 6千円



だ 昭和56年 5月1日一一一一(4)ー

市民の皆さんの健康づくりにたずされる保健補導員さんが、この 4

月 1日からは、各自治会に 1人以上、市全体で199入、市から委嘱され

て活躍しています。

特に、妊産婦や赤ちゃんの健康を中心に、成人から高齢者にいたる

まで、より健康的な生活をおくっていただくために、市の保健婦との

橋わたし役となって活動していただきます。

お気軽にご相談ください。

56年度保健補導員名簿

えつ号 (富樫鋭敏号)一一一広報

保健補導員さんに
お気軽にご相談を.ノ

ー第 838
838号~

(敬称略)

氏 名 連絡先書252左 氏 名 連絡先昔話222 氏 名 連絡先査孟霊~
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山田秋子 222;2J 上常国下 中沢久美子主査4r233-H量36 一好町 柄沢常子盆 大白木
竜 野 f 子公24ー14881 /1 機 関正枝 23 御 所 中沢ふみ子 宅 33if 長 入
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(主 峰千飽子 公22-2342 鷹 匠町川 高柳知子 公23ー1614I /1 中 神 i章芳恵主4室g活宜去Zと益主舟33省a8 8 自;::fi 五 加
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中沢 艶子公23-3058 末広町 中村敏子 322131f~ I 11 坂本陸子 おお H 

31E0 小 松文 -(- 公22ー1807 大手町辺長岡まさ子公22ー7753 倉 升塩関 和己 蓋蓋 上本郷

山崎 はな伎公23-0264 横 町 田中典子主A.235227i9i7 H 古 川カヨ 112 中 野

塚 悶義子公22-2456 海野町 横山とり 神 畑回和田 郁 盆笠332697皇992;81 7 1 上小島
中 間 f~- f 公22-2167 原 町名12 池田きい子去1公4Lr 212211 H 樋口はるみ 下小島

ヰ
本 間子公22ー1692 袋町 山崎絹子 2:- 23 下之条 板僑直子 保野

央 谷 十子 公22ー13731馬場面I M・水きくい 2‘36詰H17砧5 築 地名14 平坂すみ子 公38-4801 学海南

中日L 子公22-0241 岡 町 竹鼻英子公23-2824 束築地 福沢信子公38-3524 舞 回

9U 脇玲子公22-16071 )L峨町泉上野好子 23iizi 半 過 竹内きだ芸品 :111 八木沢

名 問 中典子 公24ー7040 木 町問 石井かず子 2243290922 9543 • H 大 井菊子 公38-5747 学海北
IA 川 道公24-0277 北 大手名4 坂下よし子 一 福 田 高野よし江主品許認下 組

上 原ヨン れ完封上川原柳町 消水久子 23 1?3; 吉 田 2西川芳子 重主藷轟 1:39 中 組
iJ< 野美千興 公22ー5751 1F 大久保あさお 公35ー1435 大 屋山 林 利子 iiZ 奈良尾

依田 七五一子 公22-4417 下川原柳町 武井八重 公35-0278I /1 塩入宮武子 i32 平井寺

北 岡 由美喜一千 公24-2662 愛宕町 一浦ひろい 主企2er 32?22 11 束 消水千代子 iin 鈴 子

出 'l'f政子 公22ー7723 上 鍛冶町 土屋千代fJ. ii 3~= ~~i~ 岩 下塩 水無瀬信子 i11: 石 神

17 林美智子 公24-6837 鍛冶 町神 宮島とき子 3332?12i 下青木田 宮原満江 13I~~ 柳 沢

kヶ崎はな 公22-3460 上 房山 春原純子 公35-1842 みすず台南名10 沖 麻子 1223 下之郷

部 名 取冨紀子公22-0164 下 房山 江口文子 みすず台北 南波道伎芸品 i22gI /1 

柳 沢 房江 公22-0233 柳 町 111 土屋静子 公35-2796I1  矢島志ち代公38-6858 縦

宮沢 汚 公22-6597 新 田 高寺たけ 233-f:ii 上背木西 武田やすよ孟公有去益依3a8e :32 十 人

15 原 因かの 公24-4423 1F 細尾家美子 公36-3140 梅が丘塩 小林きのえ 詰認塩田新町

名 倣山洋子 公23-2522I /1 堀内美枝子 公36-3556 11 県坂智恵子 主宥公益岨38 出来前山
河 原律子 公24-8292 1F 17 西沢かつ子 書官 ;133 久保林田 宮沢一代子 ZZ 西前山

坂 井サチエ公22-4879I /1 名 関 とし公22-8647 黒 坪よ 曲尾喜美子組::;: 手 塚

春 原範子公22ー1764 上紺屋町 竹内百合子寄せ;諮上 沢 芳坂千鶴子芸品 gg 山 田

富 島{貴子公22-0081 下紺 屋町 阿部アヤノ 公24-9032 国 分 霊団トミエ ii~A13沼 野 倉

佐 藤和美公22-5764I 1/ 漉 辺みや子公22ー7146 下 堀別 西本嘉子 議11;i 分 去

{喧 辺れい子公22ー1661 鎌 原 山崎悦子公230813 上 堀所森 正子 1111 大 湯

西側 せつよ 公23-0875 西 脇 清水ひき子寄与語33 畑 山 4 池田喜久志 3111 院 内

f員 貝とい子公23-3164 新 町 中村美子安宅起・S6292i50 伊勢山 滝沢八重子 訂箆上 手
丸山照子公22-4188 諏訪部 塚原 幸 22~= ~~:g I 11 水 沢隆子 211:f 古田

小泉夏子 公23-0836 生 塚神 湯本 i聖子 3~ 22Z2 神科新屋 西沢けさみ 213; 岡

部 安 藤良江 公22-8860 常 態町 成沢いちょ 芸2:-i:忍野 竹川 戸島紀和子五4手三F品O3I2l} iig pI 

」旦←山由紀子公27ー1873 緑が丘 伝田まさ江主~f 主2 SU 西野竹 上原和代 詩話浦 野

し 中有『水子公22-3377 新 屋 戸田技つ井 地5925 笹 井高- 井沢 忍公3ト 2003 越 戸

飯島澄子 公22-9559I /1 科 茅野ひろい 22::i 岩 門 竹内マサ子 公れ認71 藤之木

2 佐藤甲子女公24-8264 H 松 沢輝代公244806 染 慶 坂口則子有 3ー1630 小 泉

関川百合子 公22-5912 緑 が丘北 香山和子 2~ 22322 M 12 小林貞子 幸四 i3~~ I 11 
4t (1，秀子 公24-4416I 1/ 19 古沢すみを 妻宅-iig 蛇 沢名 古平義子公31-2736 下室賀

t':村公子公幻ー1898 緑 が丘西名 荒井やす 1322翠藷金 井 和良 光釘'I!'翠;上 重賞
トー宵島栄子 公22-0044 域 北 小林紀チ H 白鳥かし子 芸品 ~~ll I /1 
山崎きょ 事2;:::: 小 牧 山崎美喜子」喜企在22三27・2 山 口 高野光子 公31-3316 ひばりヶ丘

手塚鈍チ公24-7980 諏訪形 六川りち主4宥 大久保
~回直{科書 会22-1767I /1 尾崎美代子 2;一 長 島

二正
のでよ
は く
な 向
い 対
か 事
と 幾
の は
声 、

も 社
あ 会
り 的

手長
が会

基
本
的
人
権
が
侵
か
さ
れ
、
市
民
的
権

利
や
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
と
い

育
の
両
面
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
対
策
事
業
の
面
か
ら
申
し
ま

め
の
農
道
、
農
業
用
水
路
の
新
設
益
、
ひ

改
良
、
農
機
具
の
導
入
、
産
業
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よ
く
同
剖
判
事
療
は
、
社
会
的
に
不
公
基
本
的
人
権
が
侵
か
さ
れ
、
市
民
的
権

育

の

両
面
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

正
で
は
な
い
か
と
の
声
も
あ
り
ま
す
が
、
利
や
自
由
が
保
障
き
れ
て
い
な
い
と
い
ま
ず
、
対
策
事
業
の
面
か
ら
申
し
ま

ニ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ど
う
で
し
ょ
う
う
こ
と
は
、
今
ま
で
当
然
し
な
け
れ
ば
す
と
、
上
田
市
に
お
い
て
も
、
同
和
地

か

。

な

ら

な

か

っ

た

同

和

地

区

の

施

策

を

怠

区

の

生

活

環

境

の

整

備

を

は

か

る

た

め

同
和
対
策
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
と
、
っ
た
固
な
ど
に
責
任
が
あ
る
わ
け
で
す
。

に
、
地
区
道
路
の
整
備
、
下
排
水
路
の

「
あ
れ
は
社
会
的
に
不
公
正
で
は
な
い
私
た
ち
国
民
も
差
別
温
存
を
見
過
ご
し
改
修
、
街
燈
、
消
火
せ
ん
の
設
置
な
ど

か
。
環
境
、
そ
の
他
の
条
件
が
悪
い
の
た
責
任
の
一
部
が
あ
る
わ
け
で
す
。

こ
が
す
す
め
ら
れ
、
ま
た
個
人
融
資
に
よ

は
、
同
和
地
区
の
人
た
ち
ば
か
り
で
は
の
点
を
知
っ
て
い
た
だ
い
て
市
民
各
位
る
住
宅
の
改
築
や
新
築
も
行
わ
れ
ま
し

な
い
。
他
に
も
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち
が
の
同
和
問
題
、
と
く
に
事
業
に
対
し
て
た
。
ま
だ
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
整

い
る
で
は
な
い
か
口
と
い
う
批
判
的
な
正
し
い
ご
理
解
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
備
さ
れ
ま
し
た
。

声

が

、

一

般

の

人

た

ち

の

聞

か

ら

あ

る

と

思

い

ま

す

。

ま

た

、

同

和

地

区

の

み

な

さ

ん

の

経

こ
と
は
事
実
で
す
。
他
の
恵
ま
れ
な
い
今
ま
で
、
同
和
対
策
事
業
が
す
す
め
済
的
な
地
位
を
高
め
る
た
め
に
共
同
作

人
た
ち
に
対
す
る
社
会
的
不
公
正
の
是
ら
れ
た
結
果
、
ど
ん
な
点
が
変
わ
っ
た
業
所
の
建
設
、
ナ
メ
コ
、
本
シ
メ
ジ
の

正

は

、

別

に

国

民

の

総

意

に

よ

っ

て

解

で

し

ょ

う

か

。

通

年

栽

培

施

設

の

建

設

や

、

養

豚

団

地

決
さ
れ
る
べ
き
方
法
が
あ
る
わ
け
で
す
。
今
ま
で
も
申
し
あ
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
の
施
設
の
建
設
な
ど
も
行
わ
れ
て
き
ま

こ
の
同
和
問
題
は
、
そ
れ
と
は
全
然
同
和
行
政
と
し
て
は
、
実
態
的
な
差
別
し
た
。

別
の
次
元
の
問
題
で
す
。
民
主
国
家
と
を
な
く
す
た
め
の
同
和
対
策
事
業
と
心
そ
の
他
商
工
業
者
の
育
成
の
た
め
の

い
わ
れ
る
今
、
部
落
差
別
が
温
存
さ
れ
理
的
な
差
別
を
な
く
す
た
め
の
同
和
教
個
人
融
資
、
農
業
近
代
化
を
は
か
る
た

で

一

一

て

市

生

む

項

λ

で

大

を

あ

増

る

の

き

品

こ

て

ヨ
R

お

事

υ
り

増

意

で

正

あ

も

を

物

起

し

目

、

っ

制

課

土

摘

足

ま

す

に

の

補

の

る

行

る

を

に

お

務

℃

含

防

、

。

指

引

と

ま

化

も

、

額

な

執

き

為

う

刊

碍

れ

斤

予

は

た

る

善

の

す

率

む

た

残

と

算

で

行

よ

一

面

課

健

務

め

け

改

記

ま

能

望

ま

に

用

予

入

担

る

年

す

理

投

税

保

事

認

止

ま

別

、

に

う

、

上

不

る

。

購

負

れ

白

山

関

管

財

収

、

所

る

と

に

U
J

、

い

常

ょ

の

以

、

あ

い

で

出

さ

開

に

の

課

持

、

課

務

す

の

所

れ

は

伴

、

る

も

額

で

性

き

い

支

注

田

町

務

品

整

件

課

金

事

一

関

も

か

討

て

に

は

れ

い

正

の

画

だ

扱

ず

発

i

財

物

調

室

税

年

掃

タ

に

る

査

時

い

化

て

き

多

補

た

計

く

者

必

ら

か

る

び

画

財

産

保

清

ン

務

い

監

時

つ

様

つ

慮

的

に

し

ど

て

務

、

か

け

及

企

管

資

園

、

セ

財

て

の

つ

に

多

た

配

較

中

ま

な

け

主

は

て

お

産

、

、

、

、

課

康

る

れ

れ

項

の

あ

に

比

の

れ

る

が

‘

間

‘

肝

心

糊

‘

一

一

蹴

一

間

一

一

一

一

一

市

‘

制

限

M
初

、

一

一

徹

肱

一

町

恥

ど

お

一

叫

ん

吹

町

札

一

間

年

四

年

公

象

謀

総

財

民

市

活

母

果

に

処

そ

は

指

も

処

的

残

た

が

正

よ

価

に

決

さ

期

日

範

M

、

対

事

所

所

所

結

管

に

、

て

な

と

務

率

)

算

れ

の

補

る

前

ど

、

だ

の

和

の

和

況

の

課

工

部

部

部

支

支

支

課

の

所

正

お

い

も

。

後

事

効

記

予

き

も

は

れ

な

し

く

査

昭

査

昭

状

査

書

急

務

政

会

殿

田

西

計

査

各

適

な

つ

お

る

今

る

い

。

別

0

0

監

監

の

監

秘

応

総

財

社

豊

塩

川

会

監

ね

に

あ

す

用

る

(

h

F

h

F

h

F

h

F
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定期監査の結果公表
基本的

理解のために
石井泉殿

小林軍治殿

長市回上

同和問題を考える | 
守

平量

小池

松野

上田市監査委員

同

上田市議会議長

(報告)

地方自治法第 199条第 3項の規定に基づき実施

した昭和55年度第 3固定期監査の結果を、次のと

おり報告します。

定期監査の結果について

コい==ロ

民生部

め
の
農
道
、
農
業
用
水
路
の
新
設
並
び

改
良
、
農
機
具
の
導
入
、
産
業
振
興
の

た
め
の
生
産
資
金
の
融
資
な
ど
も
行
わ

れ
、
一
歩
一
歩
確
実
に
前
進
し
て
い
ま

す。
ま
た
、
教
育
の
機
会
均
等
と
い
う
こ

と
が
よ
く
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
就
職

の
場
合
一
つ
を
考
え
て
み
て
も
教
育
の

大
切
さ
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

学
校
教
育
の
面
で
は
、
高
校
・
大
学
の

進
学
率
を
高
め
る
た
め
、
入
学
仕
度
金

や
奨
学
金
な
ど
の
制
度
が
つ
く
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
上
田
市
内
同
和

地
区
の
高
校
進
学
率
は
昭
和
四
十
四
年

に
は
、
い
わ
ゆ
る
一
般
に
比
較
し
て
一

二
%
程
低
か
っ
た
も
の
が
、
昨
年
の
場

合
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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シ
リ
ー
ズ
・
関
越
道
ム
越
線

生

一
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の

一

適
正
開
発

一

高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
、

地
域
や
都
市
の
門
戸
で
す
。
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
は
、
そ
の
周
辺
に
き
ま
ぎ
ま

な
施
設
の
立
地
を
促
進
す
る
カ
を
も
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
計
画
を

立
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
周
辺
地
域
の
整

備
を
進
め
る
こ
と
が
是
非
と
も
必
要
で

す。

え号一一一(抑制鰐)一一広報う

一
環
境
に
十
介
配
慮
し
た

…

高
速
道
路

一

自
然
環
境
と
調
和
し
た
高
速
道
路
を

つ
く
る
た
め
に
、
で
き
る
だ
け
地
形
に

な
じ
ん
だ
練
形
を
選
ぶ
と
と
も
に
、
切

り
取
っ
た
斜
面
な
ど
は
、
自
然
の
回
復

カ
を
促
進
す
る
た
め
の
植
栽
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
活
環
境
の
保
全
を
は
か
る

た
め
、
住
宅
地
域
な
ど
で
は
、
道
路
の

戸第 838 

⑧ 

活

環

境

構
造
や
緑
化
対
策
に
十
分
な
配
慮
が
さ

れ
て
い
ま
す
。

高
速
道
路
の公
害
対
策

一
、
騒
音
対
策

マ
道
路
の
縦
断
勾
配
を
緩
く
す
る
。

マ
道
路
の
両
側
に
防
音
壁
や
築
堤
を

し
、
植
樹
す
る
。

マ
道
路
面
を
常
に
補
修
す
る
。

マ
交
通
規
制
、
取
り
締
ま
り
を
強
化

す
る
。

二
、
排
気
ガ
ス
対
策

マ
交
通
規
制
、
取
り
締
ま
り
を
強
化

す
る
。

マ
都
市
計
画
、
土
地
利
用
計
画
で
調

整
す
る
。

三
、
日
照
匝
害
対
策

マ
道
路
を
高
く
し
な
い
。

四
、
電
波
障
害
対
策

マ
道
路
を
高
く
し
な
い
。

マ
ア
ン
テ
ナ
の
位
置
や
高
き
を
変
え

る
か
、
共
同
ア

ン
テ
ナ
を
設
置
す

7
9
0
 

公衆の不便を避けるために必要な事業など

については、 9時間労働制など労働時間及び

休憩の特例が認められていました。

今度、労働省では、労働時間短縮のための行

政を推進する一環として労働時間については、

下表のとおりこの特例を昭和56年 4月 1日か

ら昭和60年 4月 1日までの聞に段階的に廃止

し、全労働者の労働時間を 1日8時間、 1週

48時間とすることになりました。

労働時聞の特例を廃止
二一上田労働基準監督署二一

労働時間の特例の廃止に関する規則改正の概要

対 象 業種 現行労働時間制度 経 過 措 置 施行期日

運輸、 1't物取扱従事者 原則 (1)道路、鉄道、軌道、索道、船舶または航空機による旅客また
めっち特殊日勤者及び 1日10時間 は貨物の運送の事業に従事する労働者(乗務員を除<)で、 特

一昼夜交替勤務者 1週60時間 殊自動または一昼夜交替の勤務に就くものについては、当分
昭和56年 4月1日

の間12週間を平均して 1週間の労働時聞が48時間を超えない

変形 定めをした場合には、その定めによって労働させることがで

4週平均1日10時間 きることとする。

4週平均1週60時間 (2)昭和60年 3月31日までの聞は、 1日について 9時間、 1週に

ついて54時間まで労働させる ことができることとする。

( 4週平均 1週54時間制を含む)
商業(30人未満の卸売・ 原目IJ
小売業) 1日9時間 (1)労働者数が51人以上の事業 昭和56年4月1日

理・美容業 1週54時間
病院・社会福祉施設

(2)労働者数が10人以上50人の事業 昭和58年 4月1日
興行業(映画$!作を除() 変形
飲食底 4週平均1日9時間 昭和60年 4月1日
旅tg・ホテル 4週平均1遡54時間 (3)労働者数が1人以上9人の事業 (昭再和6度0年審3月31日ま

旦|鼠便楽局jt{庭内勤務者30 原則
でに 議)

人未満}の邸使、電信、 1日10時間

電話従4>者 1l!'!60時間
昭和58年 4月1日

瞥祭宮、消防R員、常勤 変形
消防団n I 4週平均1日10時間

'---- 4週平均 1週60時間

第
十
八
分
団
消
防
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F

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
お
客
機

四
月
十
六
日
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の

マ

|
リ
・

マ
ウ
ン
テ
ン
ご
夫
妻
が
市
役
所
を

表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
ご
夫
妻
は
盲
人
福

祉
向
上
の
た
め
日
本
の
盲
人
福
祉
施
設
を

視
察
し
て
い
る
も
の
で
、

同
日
は
全
国
的

に
も
珍
し
い
上
回
点
字
図
書
館
を
視
察
し

ま
し
た
。

A相染閣の浴場増築

このほど相染問(別所温泉)の男女浴場がそれぞれ倍

の大きさに増築されました。広く市民の皆さんに 多い

に利用されることです。

L 
d‘4月10日新卒就職者激励会
この激励会は市民会館で聞かれました。上田市、丸子町、

東部町の事業所に今春就職した新社会人858人の皆さん

が、新たな決意を胸に参加しました。

消
防
ポ
ン
プ

車
用
タ
イ
ヤ
四
本

ポ
ン
プ
車
用
に

V
株
式
会
社
富
士
銀
行
長
野
支
庖
樽

交
通
事
故
傷
害
保
険
っ
き
黄
色
い
ワ

ッ

ペ
ン
千
九
百
五
十
牧
市
内
の
小
学
校

新
入
学
児
童
に

V
早
川
大
一
郎
樽

(
院
内
)
一
万
円

身
障
者
福
祉
の
た
め
に
、
竹
ぼ
う
き
五

十

本

社

会

福

祉
施
設
へ

V
西
沢
与
四
郎
樟

(
常
磐
城
二
)
宅

地
一
筆
五
九
・

九
三
平
方
日
第
五
分

団
消
防
庫
敷
地
と
し
て

V
原
町
友
の
会
様

桜
の
苗
木
四
十
本

公
園
及
び
体
育
施
設
へ

V
上
田
さ
っ
き
会
棟

さ
っ
き
八
十
本

市
民
会
館
庭
園
へ

ご
寄
付
お
礼

第
十
八
分
団
消
防

次
の
皆
様
か
ら
温
か
い
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
札
申
し
上
げ

ま
す
。

V
塩

沢

享

様

(
上
室
賀
)
一

冊
当

た
り
三
百
円
入
金
の
貯
金
通
帳
百
二
十

九
冊

浦
里
・
室
賀

・
小
泉
小
学
校
の

新
入
学
児
童
に

V
大
東
京
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社
上

回
支
社
樟

交
通
安
全
横
断
旗
五
百
九

十
本
市
内
の
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小

学
校
へ

V
丸
田
常
夫
様

(
岡
)

… 

踏切事故を
なくそう.ノ

-踏切では必ずJtって、左右の安全

を確めましょう 。

・踏切内でエンストや落輪などして

しまったら-一

①非常ボタンを押しましょう。

②非常ボタンが設けられていない

場所は、発炎筒や赤旗などを円形

に振って列車に危険を知らせてく

すごさ L、-。

・踏切内に進入後エンス卜して、し

ゃ断棒ヵ、降下してとりこになった

ら、そのまましゃ断棒をっき破っ

て出てください。

憲
法
週
間

(
5月
4
1
B
j
ア
臼
)

U

宝
霊
山
は
明
る
い
社
会
の
道
し
る
べ
μ



だ 昭和56年 5月1日一一一一→8)ーー

お知らせ
麻
し
ん
の

え

予
防
接
種

号一一一(貯ZZEA23)一一広報う

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

麻
し
ん

(
は
し
か
)
の
予
防
接
種
を

次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
す
で
に
麻
し
ん

に
か
か
っ
た
り
、
以
前
に
こ
の
予
防
接

種
を
受
け
た
子
供
さ
ん
は
該
当
し
ま
せ

ん
。
料
金
は
無
料
で
す
。

〈
対
象
者
v

五
十
四
年
五
月
一
日
か
ら
同
年
九
月

三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
供
き
ん

(
五
十
四
年
四
月
三
十
日
以
前
に
生
ま

れ
た
六
歳
未
満
の
子
供
き
ん
で
、
今
ま

で
に
実
施
し
た
予
防
接
種
を
受
け
て
い

な
い
子
供
さ
ん
も
含
み
ま
す
)

〈

aa円
値
岬
剖
州
開
門
〉

838 ー第
8 

二
種
混
合

待ちに待った上回公閣の桜も、ょ

っゃく花をつけ、 4月19日から22日

ごろカず見ごろとなりました。

五
月
十
一
日
聞
か
ら
同
月
三
十
日
出

ま
で
の
聞
に
、
子
供
き
ん
の
健
康
状
態

の
良
い
日
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
実
施
場
所
〉

下
表
の
委
託
医
療
機
関
の
う
ち
、
不

断
か
か
り
つ
け
て
い
る
病
院

へ
事
前
に

電
話
な
ど
で
連
絡
を
し
て
お
い
て
か
ら
、

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
子
供
さ

ん
v

①
種
痘
、
急
性
灰
白
髄
炎
(
小
児
マ
ヒ
)、

風
し
ん
な
ど

の
予
防
接
種
を
受
け
て

か
ら
、
一
か
月
以
上
経
過
し
て
い
な

い
子
供
さ
ん

②
発
熱
、
ま
た
は
著
し
い
栄
養
障
害
の

あ
る
子
供
き
ん

③
心
臓
血
管
系
疾
患
、
腎
臓
疾
患
、
肝

臓
疾
患
な
ど

の
増
悪
期
、
ま
た
は
活

動
期
に
あ
る
子
供
き
ん

④
卵
や
食
物
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起

こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
る
子
供
き
ん

士 こ 人
と は

な 二
つ 期
て も

ま 種
す 混
の合
でを
、受

今け
回る

医療機 関 名 電話番号 医療機関名 電話番号

葦 I尺 医 院( 森 24-2280 嶋村内科小児科医院 (常磐町) 22-3202 

荒 井 医 院(下紺屋町) 22-0474 城 南 医 院(御 所) 22-3481 

ii i 
院(築 地) 22-5011 豊 回 医 院(下紺屋町) 22-1158 

院(川 辺 町) 22-5041 新 美 医 院(大 屋) 35-0012 

院(浦 野) 31-2007 日新 堂病 院 (馬 場町) 22-0558 

神工連金井藤副内科長科内内βト科外児 医 院 (馬 幡 町)

22-0051 i橋 本 医 院(舞 回) 38-2033 

科医院(国 分) 22-9716 堀 内 医 院 (大 屋) 35-0104 

療所(長島) 2'{-3331 堀 内 医 院(鎌 原) 22-6235 

医院(新国) 22-0083 松尾内科小児科医院(下常 田) 22-1355 

科(上猛尻) 22-1936 宮坂内科小児科医院(下 常 田) 22-0759 

診療所(石 神) 38-3065 宮下内科小児科医院(上 堀) 22-1233 

27-2200 三原内科医院(中 之 条) 27-6500 

医院(下川原柳) 27-6666 三好町産婦人科医院(御 所) 23-2381 

医院(下育木) 35-0887 村 上 医 院(末広 町) 22-3740 

院(馬場町) 22-1048 材。 沢 病 院(北 大 手) 22-0109 

院(新町) 38-2543 依 図 医 院(鍛冶 町) 22-0455 

民 t中野) 38-2221 横 山 医， 院(大 屋) 35-0008 

⑤
注
射
に
よ
る
異
状
な
副
作
用
を
起
予」

し
た
こ
と
か
あ
る
子
供
さ
ん

⑤

一
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん
の
症
状
を

起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
子
供
き
ん
。

⑦
三
か
月
以
内
に
、
ガ

ン
マ
グ
ロ
プ
リ

ン
の
注
射
を
受
け
た
子
供
き
ん

⑧
そ

の
他
、
予
防
接
種
を
行
う
こ
と
が

不
適
当
な
状
態
に
あ
る
子
供
さ
ん

⑨
五
月
二
十
二
日
幽
に
二
種
混
合
を
受

け
る
場
合
は
、
期
間
が
足
り
ま
せ
ん

(50音順)麻しん予防接種委託医療機関一覧表に
カ

l
ド
を
提
出
し
、
賀
状
と
コ

ー

ス
別
パ
ッ
チ
を
受
け
て
く
だ
さ
い
c

の
で
今
固
め
麻
し
ん
予
防
接
種
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん。

次
回

(
十

一
月
)

に
受
け
て
く
だ
さ

い
。

〈
持
っ
て
い
く
物
〉

①
送
付
し
ま
し
た
通
知
書

(
必
ず
問
診

票
に
ご
記
入
く
だ
き

い
。
)
前
回
、

未
接
種
の
子
供
さ
ん
の
場
合
は
、

前

回
に
通
知
し
ま
し
た
問
診
票
へ
ご
記

入
の
う
え
、

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
紛

失
し
た
場
合
は
、
各
医
療
機
関
に
用

意
し
で
あ
り
ま
す
の
で
お
申
し
出
く

だ
さ

い
。

②
母
子
健
康
手
帳
ま
た
は
健
康
手
帳

〈
そ
の
他
〉

注
射
後、

副
作
用
な
ど
で
治
療
を
受

け
た
場
合
の
費
用
は
個
人
負
担
で
す
。

麻
し
ん
の
予
防
注
射
は
、
注
射
後
、

副
作
用
が
起
こ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ

り
ま
す
。

こ
の
副
作
用
は
、
注
射
後
、

七
臼
か
ら
十
二
日
を
中
心
に
三
十
七
度

か
ら
三
十
八
度
五
分
以
上
の
熱
が
出
た

り

軽

い
発
し
ん
が
起
こ
っ
た
り
、
せ

き
、
鼻
水
が
出
た
り
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
症
状
は
、
一
般
に
特
別

の
治
療
を
受
け
な
く
て
も
回
復
し
ま
す

が
、
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
り
、
呼
吸

が
早
く
な
っ
た
り
し
た
時
は
、
医
師
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を

再

募

集

体
育
謀
体
育
振
興
係

官
②
4
1
0
0
内
線

5
5
5

対
象
者
・・・
・・・
小
学
校
四
年
生

募
集
人
員
・・・
若
干
名

申
込
日
:
:
:
五
月
十
一
日
仰
の
み

入
会
金
・
・
・
・
・
・
三
千
円

用
具
・
ゼ
ッ
ケ
ン
代
な
ど
:
・
五
千
円

程

・

間

賞

:

万

円

申
込
先
・
・
・
・
・
・
賞
用
を
添
え
て

4

お
申
し
込
み
下
さ

.. 

育
訴
ま



号一

二
種
混
合
予
防
接
種

838 第日
可n認間一附
二

種

混

合

(ジ

フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
)

年
榔
問
団
…
予
防
接
種
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

畑
ほ

〈
対
象
者
〉

一

一
期
:
・
①
五
十
四
年
四
月
三
十
日
以
前

一

に
生
ま
れ
た
子
供
き
ん
で
、
百
日
ぜ

だ

き

に

か

か

っ
た
人
②
四
歳
以
上
の

子
供
き
ん
で
、
三
種
混
合
の
一
期
を

受
け
て
い
な
い
人

(
た
だ
し
、
①
、

②
と
も
六
歳
未
満
の
子
供
さ
ん
)

二
期
・
:
一
期
終
了
後
、
十
二
か
月
以
上

経
過
し
て
い
る
子
供
さ
ん

(
た
だ
し

七
歳
六
か
月
未
満
の
子
供
さ
ん
)

〈
接
種
目
〉

一
回
目
・
:
五
月
二
十
二
日
幽

二
回
目
:・
六
月
三
十
日

ω

〈
受
付
時
間
〉

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
同
二
時
三
十
分

〈
接
種
場
所
〉

市
役
所
南
庁
舎
二
階
市
保
健
セ
ン
タ
ー

〈
そ
の
他
〉

①
当
日
は
対
象
者
の
体
温
を
計
り
、
母

子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

②
問
診
察
は
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

当
日
、
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

③
三
種
混
合
で
一
期
を
完
了
し
て
い
る

保
健
予
防
際
保
健
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

え-(9)一一一昭和56年 5月1日 広報う

人
は
、
二
期
も
三
種
混
合
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
回

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

歩
け
歩
け
運
動

ー
カ
i
ド
の
記
入
は

正
確
に
l

社
会
課
社
会
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
3
7
8

寒
い
冬
も
過
ぎ
、
日
に
日
に
暖
か
く

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
高
齢
者
の
皆
き

ん
、
健
康
維
持
の
た
め
「
歩
け
歩
け
運

動
」
に
参
加
し
て
、
毎
日
歩
き
続
け
ま

し
ょ
、
つ
。

歩
け
歩
け
運
動
の
カ

l
ド
は
、
各
公

民
館
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

使
用
く
だ
さ
い
。
カ
l
ド
の
記
入
要
領

な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
年
間
を
通
し
て
一
コ

l
ス
を
選
び

ま
す
。

一
一
、
一
日
歩
い
た
ら
、
表
の
面
の
選
ん

だ
コ
l
ス
を
一
コ
マ
づ
っ
塗
り
つ
ぶ

し
て
い
き
ま
す
。

一
二
、
続
い
て
、
距
離
数
(
キ

ロ
灯
)
を

裏
の
面
の
点
数
の
と
こ
ろ
へ
数
字
で

記
入
し
ま
す
。

四
、
裏
の
面
全
部
の
記
録
が
終
了
し
た

ら
総
距
離
数
を
下
欄
右
下
へ
記
入
し

ま
す
。

五、

地
区
老
人
会
長
を
通
し
て
公
民
館

に
カ

l
ド
を
提
出
し
、
賞
状
と
コ
ー

ス
別
パ
ッ

チ
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

パ
ッ

チ
は
一
コ

l
ス
に
つ
き

一
個
で

す
。
カ
ー
ド
は
お
返
し
し
ま
す
。

家
屋
の
固
定
資
産
税

減
額
対
象
面
積
が

変
更
に
な
り
ま
す

資
産
税
課
家
屋
評
価
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
2
3
7

有
線
②

0
6
8
1

今
ま
で
住
宅
な
ど
を
新
築
し
た
場
合
、

合
計
床
面
積
が
百
平
方
灯
以
下
に
つ
い

て
は
、
三
年
間

一
律
に
固
定
資
産
税
が

二
分
の
一
に
減
額
き
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
法
の
改
正
で
、
五
十
五
年
建
築

に
つ
い
て
は
百
六
十
五
平
方
灯
ま
で
の

家
屋
が
対
象
と
な
り
、
税
額
は
百
平
方

れ
分
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
五
十
六
年
建
築
か
ら
は
、
合
計
床
面

積
の
下
限
が
定
め
ら
れ
、
一
般
住
宅
は

四
十
平
方
灯
、
貸
住
宅
な
ど
は
三
十
平

方
灯
と
な
り
ま
す
。
上
限
は
前
年
度
と

同
じ
く
百
六
十
五
平
方
灯
で
す
。

な
お
、
新
築
し
た
家
屋
が
四
年
目
に

な
る
皆
さ
ん
は
昨
年
で
減
額
年
限
が
切

れ
ま
し
た
か
ら
、
今
年
か
ら
は
普
通
に

課
税
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
お
含
み
く
だ

去
」
い

。

ー
重
度
身
障
者
の

皆

さ

ん

へ

|

は
が
き
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

身
体
障
害
者
福
祉
強
調
運
動
の
一
環

と
し
て
、
重
度
の
身
体
障
害
者
の
皆
き

ん
に
、
お
一
人
二
十
枚
の
は
が
き
を
差

し
あ
げ
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
早

自
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
者
・
:
重
度

(一

・
二
級
)
の
身
体

障
害
者
の
皆
さ
ん
で
、
五
十
六
年
三

月
三
十
一
日
現
在
、
満
六
歳
以
上
の

人
申
込
方
法
・
・
・
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
に
な

っ
て
、
住
所
ま
た
は
居
所
の

お
近
く
の
郵
便
局
に
申
し
出
て
く
だ

き
い
。
申
込
用
紙
は
、
郵
便
局
お
よ

び
市
福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

代
理
お
よ
び
郵
便
に
よ
る
申
し
出

も
受
け
付
け
ま
す
。
郵
便
に
よ
る
場

合
は
、
手
帳
番
号
、
級
別
、
住
所
ま

た
は
居
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
を
記

入
し
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
:
・五
月
三
十

一
日

中
小
企
業
倒
産

防
止
共
済
に

ご
加
入
を

こ
の
共
済
制
度
は
、
中
小
企
業
の
皆

さ
ん
の
連
鎖
倒
産
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
、
加
入
者
が
あ
ら
か
じ
め
掛
金
を
積

み
立
て
て
お
き、

万
一

、
取
り
引
き
先

企
業
が
倒
産
し
て
売
掛
金
や
受
取
手
形

な
ど
の
回
収
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
、

共
済
金
の
貸
し
付
け
が
受
け
ら
れ
る
制

度
で
す
。

す
で
に
多
く
の
皆
さ
ん
が
、
こ

の
貸

し
付
け
を
受
け
て
経
営
の
危
機
を
脱
し

て
い
ま
す
。

〈
制
度
の
特
色
〉

マ
貸
付
額
最
高
二
千
百
万
円

加
入
者
は
、
積
み
立
て
た
掛
金
の
十

倍
の
範
囲
内
で
、
被
害
額
相
当
の
共
済

金
の
貸
し
付
け
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

マ
無
担
保
・
無
保
証
人
・
無
利
子

〈
お
問
い
合
わ
せ

・
申
込
先
〉

上
回
商
工
会
議
所
宮
@
4
5
0
0
、

塩
田
商
工
会
宮
@
3
6
1
0
、
川
西
商

工
会
告
@
2
0
3
3

独
鈷
山
に

登
っ
て
み
ま
せ
ん
か

塩
田
公
民
館
企
⑩

6
8
8
3

有
線
⑮

2
0
5
4

と
き
・
:
五
月
十
七
日
側
、
午
前
八
時

西
塩
田
小
学
校
集
合

(
雨
天
中
止
)

参
加
者
:
・
小
学
校
五
年
生
以
上

(
た
だ

し
、
四
年
生
以
下
で
も
保
護
者
同
伴

な
ら
参
加
で
き
ま
す
)

持
ち
物
:
・
昼
食
、
水
筒
、
雨
具
な
ど

参
加
費
:
・
保
険
料
と
し
て
一
人
十
円

(現
地
で
徴
収
し
ま
す
)
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(
三
月
三
十
一
日
現
在
)

次
の
皆
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

え

早
川
千
早
さ
ん

(
中
央
三
丁
目
)

加
藤
竹
松
さ
ん

(
中
央
一
丁
目
)

手
塚
婆
平
さ
ん

宮
入
す
ね
さ
ん

袋

町

鷹
匠
町

神

畑

神

畑

号一一一(盟諸制都)一一広報う-第 838

くらしを守るあなたの国民年金

⑩ 

小

山

優

さ

ん

前
島
三
郎
さ
ん

中
村
イ
ク
さ
ん

上
平
カ
ツ
さ
ん

中

西

仁

さ

ん

(
中
央
一
丁
目
)

中
沢
お
ち
よ
さ
ん

平
林
き
ん
さ
ん

小
林
と
ら
さ
ん

花
岡
寅
三
郎
さ
ん

一
之
瀬
と
ら
の
さ
ん

笠
井
正
雄
さ
ん

上
原
弥
太
郎
さ
ん

小
宮
山
義
次
さ
ん

小
川
ヒ
デ
さ
ん

(
大
手
一
丁
目
)

八七七七
九七五

下
室
賀

東
築
地

下
之
条

倉

升
鷹
匠
町

長

入

大
久
保

新

田
下
本
郷
森
上
室
賀

下

郷

手

塚
大
手
町

l期介の納付はすみましたか

国民年金保険料は、今年から 2か月ごと、 年 6固め

納付にかわり ましたふ納付する月は、 4、 6、 8、10、

12、2月です。
昭和56年度の 1期分は、 4月末日が納期になっていま

す。あなたは納められましたか。もし、納め忘れになっ

ていた ら急いで納めてくださ ¥-'0 何期分もたま ってしま

うと、納めにくくなります。期ごとに納め終るようにし

ましょ っ。
七八六八
ハニ七二

八九七七七八七六七
四三九五九二六五九

南
波
豊
子
さ
ん

渡
部
ま
さ
さ
ん

(
中
央
四
丁
目
)

及
木
博
成
き
ん

永

井

庵

さ

ん

(
中
央
四
丁
目
)
木
町

鈴

木

亮

さ

ん

越

戸

竜

野

貞

蔵

き

ん

五

加

清
水
芳
彦
さ
ん
上
川
原
柳
町

清

水

喜

代

雄

さ

ん

三

好

町

村

瀬

文

子

さ

ん

小

泉

小

池

嘉

助

さ

ん

上

塩

尻

竹

内

よ

し

さ

ん

上

沢

須

江

朝

重

さ

ん

伊

勢

山

滝

沢

ま

さ

枝

さ

ん

手

塚

石

井

剛

さ

ん

半

過

田
村
正
恵
さ
ん

(
常
磐
城
三
丁
目
)
諏
訪
部

堀

内

正

人

さ

ん

千

曲

町

横
関
た
い
子
さ
ん

(
材
木
町
一
丁
目
)
材
木
町

砥
石
う
め
子
さ
ん
緑
が
丘
西

中

村

む

め

を

さ

ん

下

之

条

沓

掛

ま

さ

さ

ん

下

塩

尻

青
木
市
子
さ
ん

(
中
央
三
丁
目
)
横

神

宮

平

八

郎

さ

ん

小

永
井
憧
雅
さ
ん

(
中
央
西
一
丁
目
)
鎌

吉
田
元
則
さ
ん

(中
央
二
丁
目
)

山

辺

宏

さ

ん

(
踏
入
二
丁
目
)

山
崎
増
吉
さ
ん

回泉町原入

七
八

五八七五六八八五八一七七八
六九九四三五五八七一四

上
田
市
は
、
千
曲
の
清
流
と
、
上

回
城
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
だ
く
し
た
ち
市
民
は
、
自
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

勤めをやめたら国民年金へ

60歳前に会社や役所などを退職した人は、その翌日に
国民年金へ加入しなければなりません。もし、奥さんが

国民年金に加入していなければ、ご一緒に手続きしてく

だきい。それにはご主人が印鑑と年金手帳を持って市役

所へ来ていただければ簡単に手続きがすみます。こうす

ると、今まで加入していた年金と国民年金の加入期間と

がつながり、多い老齢年金が受けられます。

もし、この手続きを怠ると年金を受ける資格期間を満

たしていない人の場合は、 掛けた保険料が掛け捨てにな

って、一生後悔することになります。

士
口新

田
下
之
郷

七六
四六

(中
央
北
二
丁
目
)
新

田

横

闘

志

げ

さ

ん

下

之

郷

宮

下

喜

代

子

さ

ん

浦

野

北

原

い

き

子

さ

ん

石

神

石

井

き

と

さ

ん

半

過

久

保

田

千

里

き

ん

下

室

賀

伊
藤
裕
美
さ
ん

(
緑
が
丘
三
丁
目
)
城
北

若

尾

キ

ミ

ヨ

さ

ん

院

内

曽

担

三

郎

さ

ん

桜

台

桜
井
賞
の
江
さ
ん

(中
央
四
丁
目
)

丸
堀
町

南

波

長

兵

衛

さ

ん

下

室

賀

小
林
和
義
さ
ん

(
材
木
町
二
丁
目
)
材
木
町

島
田
房
治
さ
ん

(
中
央
二
丁
目
)

八
七

材
木
町

踏

八八八六
一二 O 七

六四
四七九

七四
0 

原

町

16日

自
然
に
感
謝
し
、
き
れ
い

な
水
と
空
気
を
守
り
、
緑
の

あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
か
ら
だ
を
き
た
え
、
教
養

を
高
め
、
豊
か
な
文
化
を
育

て
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
人
々
の
善
意
を
と
う
と
び
、

あ
た
た
か
い
心
が
ふ
れ
あ
う

ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ

こ
び
を
大
切
に
し
て
、
活
気
に

み
ち
た
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
平
和
と
自
由
を
求
め
、
広

く
世
界
に
目
を
向
け
た
明
る

い
ま
ち
に
し
ま
す
。

八七五六八七
二 O 二三一八

屋沢

九八

平
林
と
り
じ
さ
ん

望
月
ヤ
ス
ヨ
さ
ん

芳
賀
久
子
さ
ん

(
天
神
四
丁
目
)
南
天
神
町

木

藤

鶴

男

さ

ん

浦

野

井

沢

和

枝

さ

ん

越

戸

甲

田

甚

さ

ん

五

加

樋

口

古

寿

さ

ん

金

弁

松

崎

き

よ

志

さ

ん

越

戸

桜

井

八

千

代

さ

ん

下

之

条

宮

崎

茂

さ

ん

神

畑

幸

田

幸

蔵

さ

ん

上

小

島

山

辺

登

さ

ん

下

堀

中

村

み

ち

よ

さ

ん

下

塩

尻

片

岡

甫

さ

ん

小

牧

栗

生

義

弘

さ

ん

金

剛

寺
染蛇

五七七八七七七八八八二六六
四.n.九三 0 一四三八 O 二 O 三

一
五
六
五
八
八

八七
三七

四七
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